
令
和
五
年
度

第

回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
〈
高
等
学
校
の
部
〉
熊
本
県
審
査
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読
書
感
想
文
募
集
要
項

(

生
徒
用)

主
催

全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
（
Ｓ
Ｌ
Ａ
）
・
熊
本
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
図
書
館
部
会

共
催

熊
本
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
図
書
専
門
部

１
．
目

的

本
に
親
し
む
機
会
を
つ
く
り
、
読
書
の
楽
し
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
体
験
さ
せ
、
読
書
の
習
慣
化
を
図
る
。
ま
た
よ
り
深
く
読
書
し
、
読
書
の
感
動
を
文

章
に
表
現
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
豊
か
な
人
間
性
や
考
え
る
力
を
育
む
と
と
も
に
、
自
分
の
考
え
を
正
し
い
日
本
語
で
表
現
す
る
力
を
養
う
。

２
．
原

稿

用

紙

（
県
提
出
の
場
合
の
説
明
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
）

①

四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
（
Ｂ
４
サ
イ
ズ
）
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

②

原
稿
用
紙
は
横
置
き
・
縦
書
き
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

③

原
則
と
し
て
、
自
筆
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。
（
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
自
校
の
担
当
の
先
生
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
）

④

原
稿
用
紙
に
は
学
校
名
や
氏
名
を
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
（
応
募
票
の
み
に
記
入
）

ま
た
、
学
校
名
や
校
章
が
入
っ
た
原
稿
用
紙
は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
（
審
査
に
影
響
し
ま
す
。
）

３
．
枚

数

五
枚
以
内

４
．
対

象

図

書

次
の
い
ず
れ
か
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
自
由
読
書

自
由
に
選
ん
だ
図
書
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
問
い
ま
せ
ん
。

※
教
科
書
、
副
読
本
、
読
書
会
用
テ
キ
ス
ト
類
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
、
雑
誌
（
別
冊
付
録
を
含
む
）
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
、
日
本
語
以
外
で

書
か
れ
た
図
書
お
よ
び
課
題
図
書
は
対
象
と
し
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
課
題
図
書
で
あ
っ
て
も
該
当
の
部
以
外
で
あ
れ
ば
、
自
由
読
書
と
し
て
応
募

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
課
題
図
書

『
ラ
ブ
カ
は
静
か
に
弓
を
持
つ
』

安
壇
美
緒

著

集
英
社

定
価
：
１
，
７
６
０
円
（
税
込
）

『
タ
ガ
ヤ
セ
！
日
本

：
「
農
水
省
の
白
石
さ
ん
」
が
農
業
の
魅
力
教
え
ま
す
』

白
石
優
生

著

河
出
書
房
新
社

定
価
：
１
，
５
６
２
円
（
税
込
）

『
昆
虫
の
惑
星
：
虫
た
ち
は
今
日
も
地
球
を
回
す
』

小
林
玲
子

著

理
論
社

定
価
：
１
，
９
８
０
円
（
税
込
）

５
．
審

査

基

準

・
応
募
規
定
に
あ
っ
て
い
る
か

・
読
書
の
よ
ろ
こ
び
、
楽
し
み
が
感
じ
取
れ
る
か

・
広
い
視
野
か
ら
作
品
を
評
価
し
て
い
る
か

・
自
分
の
意
見
・
感
想
を
素
直
に
述
べ
て
い
る
か

・
自
分
の
こ
と
ば
で
表
現
し
て
い
る
か

・
登
場
人
物
の
心
情
や
、
作
品
の
語
っ
て
い
る
も
の
を
的
確
に
と
ら
え
て
い
る
か

・
著
者
の
論
旨
を
的
確
に
と
ら
え
て
い
る
か

・
事
実
と
著
者
の
意
見
と
を
区
別
し
て
と
ら
え
て
い
る
か

・
規
定
の
文
字
数
を
十
分
生
か
し
、
自
分
の
思
い
を
表
現
し
て
い
る
か
。

・
読
書
に
よ
っ
て
得
た
自
己
変
革
が
み
ら
れ
る
か

盗
作
は
も
ち
ろ
ん
生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
も
の
も
審
査
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
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●

県
に
出
品
す
る
場
合
の
原
稿
用
紙
の
使
い
方

感
想
文
タ
イ
ト
ル
は
一
枚
目
の
余
白
に
記
入
。

※
書
名
は
『

』
で
く
く
る
。

一
行
目
か
ら
本
文
を
書
き
始
め
る
。

（
氏
名
や
学
校
名
は
記
入
し
な
い
。
）

引
用
し
た
場
合
は
引
用
元
の
ペ
ー
ジ
数
を
余
白
に
小
さ
く
記
入
。

「
応
募
票
」
を
右
上
に
ホ
チ
キ
ス
留
め
。
「
引
用
箇
所
の
書
籍
の
コ
ピ
ー
」
（
Ｂ
５
サ
イ
ズ
）
を
一
番
下
に
同
じ
く
留
め
る
。

（
応
募
票
に
は
必
要
事
項
を
も
れ
な
く
ボ
ー
ル
ペ
ン
等
で
記
入
す
る
こ
と
。
）

本
文
は
て
い
ね
い
な
字
で
、
濃
く
記
入
す
る
。

※

合
理
的
な
理
由
で
自
筆
が
困
難
な
場
合
は
、
代
筆
や
パ
ソ
コ
ン
等
を
利
用
も
可
と
し
ま
す
が
、

提
出
の
際
に
学
校
の
先
生
を
通
じ
て
そ
の
事
情
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

「
引
用
部
分
の
コ
ピ
ー
」
を
最
後
に
ま
と
め
て
と
じ
て
く
だ
さ
い
。

●

作
者
（
著
者
）
名
、
タ
イ
ト
ル
、
出
版
社
名
の
調
べ
方

応
募
票
に
書
く
作
品
名
・
作
者
（
著
者
）
・
出
版
社
な
ど
の
情
報
は
、
本
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「

奥

付

」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

お
く
づ
け

※

奥
付
の
例

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
の
本
音

熊
本
も
の
が
た
り

平
成
○
○
年
○
月
○
日

初
版

著

者

熊
本

太
郎

発
行
者

肥
後

熊
夫

発
行
所

○
○
出
版
（
株
）

○
○
県
○
○
市
・
・
・

応
募
票
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